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去
る
６
月
21
日
の
定
時
総
会
と
理

事
会
を
経
ま
し
て
理
事
長
と
い
う
大
役

を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。ご
推
薦
ご
選

任
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、就
任
に
あ
た
り
一
言

ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
副
理
事
長
と
し
て
２
期
４

年
に
亘
り
事
業
運
営
に
携
わ
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、気
持
ち
を
新
た
に
専
心

努
力
い
た
し
ま
し
て
当
セ
ン
タ
ー
の
発

展
、地
域
社
会
へ
の
貢
献
に
全
力
を
傾

注
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、皆
様

方
の
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
さ
て
、私
た
ち
は
今
、コ
ロ
ナ
禍
と
い

う
未
曽
有
の
困
難
に
直
面
し
て
お
り
ま

す
。そ
の
よ
う
な
中
、当
セ
ン
タ
ー
で
は

誰
一
人
と
し
て
感
染
者
を
出
す
こ
と
な

く
現
在
に
至
っ
て
お
り
、会
員
の
皆
様
の

ご
理
解
と
不
断
の
感
染
対
策
の
賜
物
と

心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
昨
年
度
は
、こ
の
影
響
に
よ
り
実
績

は
７
％
減
と
落
ち
込
み
ま
し
た
が
、公

共
関
連
は
概
ね
横
這
い
、一
般
家
庭
は
件

数
、実
績
と
も
に
増
加
す
る
な
ど
、セ
ン

タ
ー
に
対
す
る
地
域
社
会
の
期
待
は
大

き
い
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
私
は
、会
員
と
共
に
次
の
こ
と

を
実
践
し
地
域
の
負
託
に
応
え
て
参
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。一つ
は「
安
全
確

保
の
最
優
先
」で
す
。私
た
ち
会
員
は
高

齢
者
で
す
。常
に
自
ら
の
健
康
と
体
力

を
正
し
く
理
解
し
た
う
え
で
無
理
の
な

い
就
業
を
心
掛
け
る
べ
き
で
す
。就
業
前

の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、安
全
確
認
の
励
行
を

強
く
働
き
掛
け
て
参
り
ま
す
。

　
も
う
一つ
は「
就
業
と
余
暇
活
動
の
両

立
」で
す
。よ
り
豊
か
な
シ
ル
バー
ラ
イ
フ

を
提
供
で
き
る
よ
う
就
業
だ
け
に
と
ど

ま
ら
ず
、地
域
班
と
連
携
し
会
員
同
士

の
繋
が
り
を
活
か
し
た
同
好
会
活
動
を

活
発
化
さ
せ
て
参
り
ま
す
。

　
こ
の
夏
、東
京
を
中
心
に
私
た
ち
に

と
っ
て
は
二
度
目
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。全
て
の
選
手
が
自
ら

を
信
じ
、誇
り
を
も
っ
て
競
技
す
る
姿

に
感
動
し
、勇
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。私

た
ち
も
チ
ー
ム
シ
ル
バー
と
し
て一
人
ひ

と
り
の
力
を
結
集
し
、魅
力
あ
る
栃
木

市
シ
ル
バー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
築
い
て
い

こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

「
理
事
長
就
任
に
あ
た
っ
て
」

理
事
長

　
　
大
島 　
治

同好会活動で
魅力アップ！
楽しさアップ！

だれでも気軽に始められる
グラウンドゴルフ。

集中力も鍛えられるので軽
運動にはもってこい。

生涯スポーツとして最適な卓
球。敏捷性も養え、ラリーが
続けば上手くなった気分！

大人の趣味の代表格 “そば打
ち” 楽しく、美味しく、友人に
振る舞う喜びは格別です。
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【
こ
れ
か
ら
の
生
き
が
い
】

佐
々
木　
修
（
岩
舟
）

【
ク
ジ
ャ
ク
サ
ボ
テ
ン
】

玉
田　
正
子
（
都
賀
）

　
定
年
を
む
か
え
、
こ
の
先
は
と
考
え
て

い
た
時
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
紹

介
記
事
を
広
報
紙
で
知
り
ま
し
た
。
説
明

会
に
行
き
職
種
の
多
さ
と
、
自
分
に
で
き

る
仕
事
が
あ
る
の
か
迷
い
つ
つ
も
入
会
を

決
め
ま
し
た
。
現
在
の
仕
事
は
広
報
紙
配

布
の
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
も
広
報
紙
で
シ
ル
バ
ー
を
知
っ

た
縁
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
ま
す
。
諸
先

輩
の
ご
指
導
の
も
と
、
広
報
紙
を
間
違
え

な
い
よ
う
に
お
届
け
す
る
こ
と
が
地
域
へ

の
お
役
立
ち
と
考
え
て
い
ま
す
。
日
頃
人

と
接
す
る
機
会
や
情
報
が
少
な
く
な
る
中

で
仕
事
を
通
し
、
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し

た
い
と
思
う
と
世
界
が
広
が
っ
た
よ
う
に

感
じ
ま
す
。

　
さ
て
趣
味
の
世
界
で
は
、
子
供
の
頃
に

行
っ
て
い
た
「
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
」
を
復

活
さ
せ
、
電
波
を
通
じ
て
ロ
ー
カ
ル
放
送

や
海
外
の
放
送
を
聞
き
モ
ー
ル
ス
信
号
を

覚
え
て
い
き
趣
味
を
広
げ
て
み
た
い
と
思

会
員
投
稿
欄

い
ま
す
。

　
今
年
私
は
70
歳
を
迎
え
ま
し
た
。こ
れ
か

ら
は
健
康
第
一
を
心
掛
け
、仕
事
中
心
の
生

活
で
出
来
な
か
っ
た
事
を
や
っ
て
、体
力
の
あ

る
限
り
充
実
し
た
日
々
が
送
れ
る
よ
う
に
人

生
を
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
10
年
前
、買
い
物
に
行
っ
た
先
の
ス
ー
パ

で
売
れ
残
っ
て
い
た
ク
ジ
ャ
ク
サ
ボ
テ
ン
を

何
と
な
く
か
わ
い
そ
う
に
思
い
５
０
０
円
で

購
入
し
ま
し
た
。そ
れ
か
ら
、毎
年
６
月
頃

に
な
る
と
１
日
に
２
，３
個
ず
つ
花
が
咲

き
、１
週
間
位
花
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。今
で
は
、こ
の
時
期
が
来
る
の
を
心
待

ち
に
し
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
先
も
花
が
咲

い
て
く
れ
る
よ
う
に
大
切
に
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

会員の皆様からの投稿（写真、絵、俳句 etc）お願いします。
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【
趣
味
の
手
編
み
】柏

崎
　
泰
子
（
西
方
）

　
着
な
く
な
っ
た
古
着
の
セ
ー
タ
ー
な

ど
を
友
人
か
ら
い
た
だ
き
そ
れ
を
ほ
ど

き
毛
糸
に
し
て
、
時
間
が
あ
る
と
き
に

手
編
み
で
靴
下
な
ど
を
編
ん
で
い
ま

す
。
冬
の
寒
い
時
期
に
は
と
て
も
暖
か

く
友
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
喜
ん
で
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

【
熱
気
球
d
a
y
】

石
川
　
利
方
（
藤
岡
）

　
私
が
所
属
し
て
い
る
栃
木
市
熱
気
球

ク
ラ
ブ
で
は
、
毎
月
第
3
日
曜
日
を

「
わ
た
ら
せ
熱
気
球
d
a
y
」
と
し
て

藤
岡
渡
良
瀬
運
動
公
園
を
会
場
に
イ
ベ

ン
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
一
般
の
方
を
対
象
に
し
た
係
留
フ
ラ

イ
ト
体
験
は
、
毎
回
多
く
の
方
の
参
加

を
得
て
ワ
ク
ワ
ク
楽
し
く
行
っ
て
い
ま

す
。
会
員
の
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
一
度
気
球

に
乗
っ
て
広
大
な
遊
水
地
を
眺
め
て
み

て
は
い
か
が
で
す
か
。

【シニアのピアノ教室】
田口　映子（栃木）

　いくつになっても、色んな事にチャレン
ジしたいですね♬

【フラダンス】 清水　糸子（栃木）
　シルバー大学校で出会って始めたフラ
ダンス、介護施設等へ訪問し、喜んでも
らえると自分も元気になれます。

会員の皆様からの投稿（写真、絵、俳句 etc）お願いします。
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【
栃
木
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
同
好
会
】

大
関　
晃
一
（
栃
木
）

吉
田　
四
郎
（
大
平
）

　
わ
が
同
好
会
で
は
健
康
維
持
と
お
互
い
の
親

睦
交
流
を
目
的
と
し
て
、市
屋
内
運
動
場
で
月

２
回
の
練
習
と
年
４
回
の
大
会
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
又
、年
１
度
の
各
地
域
班
合
同
の
交
流
大
会

も
実
施
し
て
い
ま
す
。会
員
数
は
22
名
で
最
高

年
齢
は
90
歳
で
元
気
に
ゴ
ル
フ
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。女
性
の
会
員
が
少
な
く
是
非
多
く
の
女

性
に
加
入
し
て
頂
き
、よ
り
一
層
の
活
性
化
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
大
平
手
打
ち
蕎
麦
倶
楽
部
】

　
大
平
連
絡
所
で
は
、私
を
含
め
５
名
の

蕎
麦
打
ち
の
大
好
き
な
仲
間
が
集
ま
り
、

シ
ル
バ
ー
作
業
所
で
毎
月
１
回
の
ペ
ー
ス
で

蕎
麦
打
ち
を
行
い
、年
に
１
回
は
蕎
麦
打
ち
の
見

学
と
試
食
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
当
俱
楽
部
で
は
機
械
に
頼
ら
な
い
手
打
ち
に
こ

だ
わ
り
、
各
仲
間
の
個
性
あ
る
蕎
麦
打
ち
を
目
標

と
し
て
お
り
ま
す
。

　
残
念
な
が
ら
昨
年
コ
ロ
ナ
禍
以
降
蕎
麦
打
ち
後

の
試
食
は
中
止
し
て
お
り
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
が

明
け
ま
し
た
ら
多
く
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き

私
達
の
個
性
あ
る
蕎
麦
を
味
わ
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
新
規
部
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。ぜ
ひ

一
度
、
見
学
に
お
い
で
下
さ
い
。

同
好
会
だ
よ
り

絶
賛
会
員
募
集
中
！

　
チ
ラ
シ
を
同
封
し
て
ま
す
！

【
栃
木
卓
球
同
好
会
】

　
そ
の
他
に
も
同
好
会
が
あ
り
、活
動
し

て
い
ま
す
。

　
興
味
の
あ
る
方
は
、各
事
務
所
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。



（５）

令
和
３
年
度
定
時
総
会

事
務
局
だ
よ
り

　
６
月
21
日（
月
）栃
木
市
キ
ョ
ク
ト

ウ
と
ち
ぎ
蔵
の
街
楽
習
館
大
交
流
室

で
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
、
当
日
の

会
員
総
数
852
名
の
う
ち
、
出
席
会
員

数
623
名
（
出
席
42
名
、
委
任
と
議
決

権
行
使
581
名
）
で
総
会
が
成
立
し
、

来
賓
と
し
て
大
川
市
長
、
小
堀
市
議

会
議
長
、
髙
橋
保
健
福
祉
部
長
、
寺

内
高
齢
介
護
課
長
の
出
席
を
賜
り
ま

し
た
。

　
理
事
長
挨
拶
の
後
、
来
賓
祝
辞
を

頂
き
、
39
名
の
10
年
表
彰
、
13
名
の

15
年
表
彰
を
行
い
、
功
労
を
称
え
ま

し
た
。

　
続
い
て
、
議
長
に
岩
野
氏
が
選
出

さ
れ
、
青
木
監
事
よ
り
監
査
報
告
、

令
和
２
年
度
補
正
予
算
及
び
事
業
報

告
、
令
和
３
年
度
事
業
計
画
及
び
予

算
の
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
次
に
、
令
和
２
年
度
決
算
報
告
、

定
款
の
変
更
、
ゴ
ー
ル
ド
会
員
規
程

の
制
定
に
伴
う
会
員
会
費
規
程
の
一

部
改
正
、
役
員
の
選
任
等
の
件
に
つ

い
て
議
案
が
上
程
さ
れ
、
審
議
・
採

決
の
結
果
、
全
議
案
と
も
原
案
通

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

番号
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17

役職名　 　　氏　　名　　　　　地　域　   再新
役員名簿　期間：令和3年6月21日総会～令和５年６月総会

理事長
副理事長
専務理事
理事
理事
理事
理事
理事
理事
理事
理事
理事
理事
理事
理事
監事
監事

岩　舟
都　賀
事務局長
栃　木
栃　木
栃　木
栃　木
大　平
大　平
藤　岡
藤　岡
都　賀
西　方
岩　舟
行　政
西　方
有識者

再
再
再
再
新
新
新
再
再
再
再
新
新
再
新
新
再

大島　　治
川俣　三男
高﨑　尚之
関口　光代
小井沼　要
大山 惠美子
北原　　孝
成瀬冨美男
山根　隆夫
田中　　仁
町田　耕一
手塚　静夫
坂本　孝司
市村　博子
髙橋　礼子
石川　久子
青木　保則

退任された理事の皆様お疲れ様でした。

＜野尻 前理事長＞

＜総会議長 岩野様＞

10年・15年表彰された皆様、おめ
でとうございます。



（６）

市
と
市
議
会
に
対
し
て

　
　
セ
ン
タ
ー
支
援
を
要
望

　
８
月
２
日
、
大
島
理
事
長
、
川
俣

副
理
事
長
が
市
役
所
を
訪
問
し
、
市

長
と
正
副
議
長
に
対
し
て
要
望
活
動

を
行
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
業
績

が
落
ち
込
む
中
、
昨
年
度
は
市
か
ら

１
億
２
千
万
円
超
の
仕
事
を
受
託
し

た
ほ
か
、
事
業
運
営
補
助
を
受
け
て

お
り
、
こ
れ
ら
を
合
わ
せ
る
と
事
業

総
額
の
３
割
強
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
公
共
事
業
の
発
注
拡
大
、適

正
な
業
務
委
託
、補
助
金
の
確
保
ほ

か
、※
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導
入
への
配
慮

を
新
た
に
要
望
し
ま
し
た
。

　
要
望
書
を
受
け
取
っ
た
大
川
市
長

か
ら
は
、「
シ
ル
バー
会
員
の
地
域
貢
献

に
感
謝
し
て
お
り
、で
き
る
限
り
の
支

援
を
継
続
し
た
い
。イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

は
県
市
長
会
等
の
場
で
議
論
し
た
い
。」

と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、小
堀
議
長
、広
瀬
副
議
長
か

ら
は
、「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
小
規
模
事

業
所
に
与
え
る
影
響
は
大
き
い
。議
会

内
で
も
制
度
の
理
解
に
努
め
る
。」と
の

話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
、こ
の
よ
う
な
機
会
を
捉

え
、会
員
の
皆
さ
ん
の
声
を
届
け
て
ま

い
り
ま
す
。

地　域　　　総務委員会 　広報・女性委員会 安全・適正就業委員会 
委員会名簿　期間：令和3年6月21日総会～令和５年６月総会

栃　木

大　平
藤　岡
都　賀
西　方
岩　舟

理　事
兼　務

大関　晃一
須永　良一
 

吉田　四郎
石川　利方
浦沼　英勇
嶋田　安治
堀内  晴雄
田中　　仁
市村　博子
小井沼　要
北原　　孝

渡辺　正男
神山　益子
田口　映子
多田　　滋
関口　武雄
玉田　正子
柏崎　泰子
麦倉　敏雄
成瀬冨美男
大山惠美子
坂本　孝司

石川　冨貴
赤塚　　昇

川口　文雄
神村　　茂
飯島　兵嘉
永島　　稔
菊地　寛司
町田　耕一
山根　隆夫
関口　光代
手塚　静夫

○

○

◎ ◎
◎

○

　委員会は、理事会の下に設置され、メンバーは理事と地域班から推薦のあった会員で
構成されています。３つの委員会では、会員同士が会員のためのより良い事業活動につ
いて議論し具体的な方策を立案しています。

※インボイス制度の何が問題？➡現在、配分金に含まれる消費税は仕入税額控除が認められ
ておりセンターとして納税の必要はないが、このまま令和5年に制度が導入されると配分金が
控除対象ではなくなるため、センターの消費税納税額が一気に増える。（算出例：R2年度配分
金総額3億8千万円×10％=3千8百万円増）

〈大川市長へ〉〈小堀議長、広瀬副議長へ〉
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所長（藤岡）　山市　進
　理事長をはじめ皆様のご指導を
いただきながら、業務の遂行に努
めております。今後ともご支援よろ
しくお願いします。

嘱託員（大平） 片柳　耕一郎
　4月から大平連絡所にて、会員の
皆様と仕事をさせていただいてい
ます。これからも皆様のご指導と
ご支援よろしくお願いします。

栃木市シルバー人材センター組織構成（令和3年8月末現在）

栃木4人　　都賀2人
大平2人　　西方2人
藤岡2人　　岩舟2人
上記以外3人　計17人

理事長
大　島　　　治
副理事長
川　俣　三　男
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【連絡先】
・栃木センター　　　      23-4165　 ・南部事業所（藤岡）62-1534
・ 〃　   （大平）　    43-0155　 ・　　〃　　（岩舟）55-8358
・北部事業所（都賀・西方） 92-8390　
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令和3年7月末現在

※前年コロナ禍の影響で大幅な収益減に対し、今年度は少しずつ戻ってきた所であるが、またコロナ禍の影響が懸念される。

（８）
統計速報

事故件数　（シルバー保険適用事故） 地区別会員数

令和３年度事業実績（令和3年4月～令和3年７月）

5 2 2 1 4 1

5 4 1
8 210 2 2 1

5 0 5 0 5 0
5 05

10 0 5 0 010
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大平 都賀

岩舟

610

1,010

2,386

5

3,401

4,011

3,751

260

6.9%

6.1%

7.1%

8,471

15,565

7,105

27

22,697

31,168

30,041

1,127

3.8%

6.4%

2.8%

38,925,493

66,947,491

33,121,690

110,600

100,179,781

139,105,274

133,149,924

5,955,350

4.5%

11.2%

2.1%

3,864,906

4,212,226

8,306,198

1,314

12,519,738

16,384,644

15,033,679

1,350,965

9.0%

14.9%

7.3%

3,879,219

6,663,890

3,310,761

0

9,974,651

13,853,870

13,259,647

594,223

4.5%

11.3%

2.0%

46,669,618

77,823,607

44,738,649

111,914

122,674,170

169,343,788

161,443,250

7,900,538

4.9%

11.5%

2.6%

703

709

-6

-0.8%

203
98
85
88
30
76
580

94
28
43
22
15
26
228

297
126
128
110
45
102
808

令和３年７月実施の安全
パトロールの様子

西方


